
 

 

令和７ 年度小・ 中・ 義務教育学校（ 養護教諭・ 栄養教諭を含む）  

中堅教諭等資質向上研修【 後期】 実施要項 

 

１  主催 

愛知県教育委員会、 愛知県総合教育センタ ー 

２  センタ ー等で開催する校外研修の期日 

  第１ ・ ２ 日 期日については、 下表「 ◇教科別開催日」 を参照する。  

〔 小中学校教諭〕 教科指導研修（ ※）  

   〔 養護教諭〕 養護教諭専門研修（ ※）  

〔 栄養教諭〕 栄養教諭専門研修（ ※）  

  第３ 日 小学校： 令和７ 年 ７ 月３ ０ 日（ 水）   共通研修、 選択研修 

      中学校： 令和７ 年 ７ 月３ １ 日（ 木）   共通研修、 選択研修 

  第４ 日 小学校： 令和７ 年１ ２ 月２ ４ 日（ 水）   共通研修、 選択研修 

      中学校： 令和７ 年１ ２ 月２ ５ 日（ 木）   共通研修、 選択研修 

  ※教科指導研修、 養護教諭専門研修及び栄養教諭専門研修については、 別会場で実施する場合も あ

る。 大学で研修が実施さ れる場合、 研修者は公共交通機関を利用するこ と 。 なお、 時期や状況に

応じ て駐車場の利用が可と なる場合も あるが、 その連絡は各教科のシラ バスを参照するこ と 。  

３ ▽研修の内容 

▽( 1) ▼校外研修 

▽▽ア▽総合教育センタ ー等における研修（ 9： 30～16： 30）  【 ４ 日間】  

回 期日 研修名 研 修 内 容 

１  
・
２  
・  
( 3)  

◆ 

各 教 科 で 指 定
する２ 日間 
 
選 択 し た 教 科
の実施日 
受付 9： 00～9： 30 

教科指導研修 
２ 日間 

 

◇選択し た教科について２ 日間研修する。  
◇内容【 講義】【 協議】【 演習】  
◇教科別開催日  ※５ 月下旬、 愛知県総合教育セン タ ー

ウェ ブページにアッ プロ ード する 教
科別実施要項にて最終確認する。  

国語（ 小中） 

 

A グループ 6/20、 8/8 

B グループ 6/24、 8/8 

社会（ 小中）  8/27、 10/3 

理科（ 小中）  8/21、 9/26 

算数（ 小）  8/18、 10/28 生活（ 小）  8/7、 8/21 

数学（ 中）  8/22、 8/29 音楽（ 小中）  8/20、 8/21 

図・ 美（ 小中） 8/4、 10/14 保体（ 小中）  8/22、 8/26 

技術（ 中）  7/22、 11/14 家庭（ 小中）  8/4、 10/28 

外・ 英（ 小中） 8/22、 10/14   

養護専門（ 小中）  7/28、 8/21、 8/28 栄養専門（ 小中）  7/29、8/18、8/26 

３  
・  
( 4)  

○ 

小学校： 7/30 

中学校： 7/31 

受付 9： 00～9： 25 

共通研修 

【 講義】「 Ｏ Ｊ Ｔ を通し た学校運営への参画」  

【 講義】「 フ ァ シリ テータ ー養成研修」  

【 講義】「 マネジメ ント 基礎講座」  

【 協議】「 ミ ド ルリ ーダーと し ての心構え」  

選択研修 

【 講義・ 演習】  
「 生徒指導の推進」「 学習指導の推進」  
「 特別活動の推進」「 健康・ 安全指導の推進」  
「 学年経営の推進」 から 選択 

４ 
○ 

小学校： 12/24 
中学校： 12/25 
受付 9： 00～9： 25 

共通研修 

【 講義】「 中堅教員に期待するこ と 」  

【 講義】「 教員の服務」  

【 講義】「 教育におけるユニバーサルデザイ ン」  

選択研修 

【 協議】「 キャ リ ア教育の推進」  
「 教育相談の実際」  
「 特別支援教育の実際」  
「 問題行動の現状と その対応」  
「 コ ミ ュ ニケーショ ン能力の開発」 から 選択 

○受講の弾力化Ｍ対象者は、 共通研修・ 選択研修を受講する。  

 ◆受講の弾力化Ｓ 対象者は、教科指導研修（ 養護教諭・ 栄養教諭はそれぞれの専門研修） を受講する。  

※養護教諭、  

 栄養教諭は 

専門研修を 

３ 日間実施する。  ※弾力化研修者 
MS、S選択が受講
する。  

※弾力化研修者 
MS、M選択が受講
する。  

※養護教諭、  
 栄養教諭は 

参加し ない。  

※弾力化研修者 
MS、M選択が受講
する。  



 

 

イ ▽ｅ ラ ーニング研修 

※詳細については、 後述の「 ７ ▽ｅ ラ ーニング教材について」 を参照する。  

ウ▽異校種等研修 【 １ 日】   

※詳細については、 小・ 中・ 義務教育学校教諭は、「 小・ 中・ 義務教育学校中堅教諭資質向上研修

の手引」 、 養護教諭は「 中堅養護教諭資質向上研修の手引」 、 栄養教諭は「 中堅栄養教諭資質

向上研修の手引」 を参照する。  

▽( 2) ▼校内研修  

期日 研修名 研 修 内 容  

４ 月～３ 月 

校内研修 
教科等指導、マネジメ ント（ 分掌運営） など校内研修計画に基づく
実務を通し た研修（ Ｏ Ｊ Ｔ ）  

特定課題研究 
得意分野と し て伸ばすべき 教科や領域、 分掌等の指導力を更に発
展・ 充実さ せる研究 

校内発表会 特定課題研究の成果を校内で発表（ 11 月～３ 月）  

※養護教諭・ 栄養教諭はマネジメ ント 力向上のためのＯ Ｊ Ｔ のみ実施する。  

４  参加者（ 弾力化希望者含む）  

小学校教諭 ３ ５ ２ 人  義務教育学校 １ 人 養護教諭 １ ９ 人  栄養教諭 １ ８ 人 

中学校教諭 ２ ９ ７ 人  義務教育学校 １ 人 養護教諭  ６ 人  栄養教諭  ６ 人 

合計                                  ７ ０ ０ 人   

５ ▽旅費等 

▽( 1) ▼旅費については、 各学校において職員等の旅費支給規程に基づき 支給する。  

▽( 2) ▼来所の際は、 できる限り 公共交通機関を利用する。  

６  欠席等の手続き並びに特別警報、 暴風警報発表時及び地震等における研修事業の取り 扱い 

  総合教育センタ ーウェ ブページ掲載の「 令和７ 年度研修事業案内」 ６ ページ、 ７ ページ「 ◆受講 

に当たっ ての留意事項」 を参照する。  

７ ▽ｅ ラ ーニング教材について 

▽▽本研修は、 一部をｅ ラ ーニングによっ て実施する。  

 学習する教材 

日 教材名 弾力化 学習期間 

１  
「 中堅教諭等資質向上研修を 受講する に当たっ て」  初年度 令和７ 年５ 月２ ７ 日（ 火） から  

令和７ 年６ 月２ ７ 日（ 金） まで 「 特定課題研究の進め方と まと め方」  Ｓ  

２  

「 人権教育について（ リ ーダー編）」  Ｍ 
令和７ 年８ 月１ ９ 日（ 火） から  

令和８ 年１ 月９ 日（ 金） まで 
「 学校安全の推進」  Ｍ 

「 地域学校協働活動の推進について（ 基礎編）」  Ｍ 

※「 特定課題研究の進め方と まと め方」 は、令和７ 年８ 月１ ９ 日（ 火）から 令和８ 年１ 月９ 日（ 金）   
まで再度学習でき る。 ▽ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

８  提出書類について 

提 出 書 類 提 出 期 日 部 数 提 出 先 

 教科指導研修、養護教諭専門研

修、栄養教諭専門研修の課題 

５ 月末日までに、 総合教育センタ ーウェ ブページにアッ プロード す

る教科指導研修、 専門研修のシラ バスによる。  

 第４日 選択研修 研究協議レポー

ト 

キャリア教育の推進 教育相談の実際 

特別支援教育の実際  

問題行動の現状とその対応 

コミュニケーション能力の開発 

※別紙３ 「 選択研修のレポート の作成と

様式について」 を参照する。  

※総合教育セン タ ーウェ ブページよ

り 様式を ダウンロード する。  

事前提出 

令和７年１０月３１日（金） 

１部（PDF データ） 

教員サポートシステムのポスト

機能を使って提出 

注意点 

フ ァ イ ル名を 

「 選択研修名、 研修番号 1・ 2・ 3 など、 半角アンダーバ

ー、 受講者番号」 と する（ 英数字はすべて半角）。  

研修名は下記のよう にする。  

 

 

 

 

例） 選択研修名： 教育相談の実際 

研修番号 ： １  

受講番号 ： 12345678 の場合  

「kyouiku1_12345678」 

当日持参 

第４ 日 全体研修 

小学校： １２月２４日（水） 

中学校： １２月２５日（木） 

班員数 

※別紙１ 第４ 日の

〈 人数〉 を 参照 

※「コミュニケーシ

ョン能力の開発」

は班員＋３部。 

研修日に持参 

実施報告書 

「 中堅教諭資質向上研修の手引」  

様式３  
令和８年２月２日（月） 

３部 

市町村教育委員会 
特定課題研究報告書 

「 中堅教諭資質向上研修の手引」  

様式４  

１部 

９  名札について 

( 1)  名札は教員サポート システムの「 研修 My Page」 より 出力する。  

( 2)  出力し た名札をケースに入れ、 持参する。  

( 3)  本研修では、 二次元コ ード を利用し て出席管理を行います。  

10 その他 

 ( 1)  研修の受講に当たっ て、 支援や配慮等の必要があれば、 下記担当まで御相談く ださ い。  

( 2)  「 中堅教諭等資質向上研修の手引」 を熟読し ておいてく ださ い。 特に、 自身が参加し なければな  

ら ない研修日や課題の有無・ 内容・ 提出期日（ 部数含む）、 視聴し なければなら ないｅ ラ ーニング 

の教材名・ 視聴期間などを把握し ておいてく ださ い。  

▽( 3)  研修に関する変更や連絡がある場合は、 教員サポート システムにて行います。 研修日の前にセン 

    タ ーから の通知を確認し てく ださ い。  

( 4)  総合教育センタ ーは敷地内全面禁煙です。 御理解と 御協力をお願いし ます。  

▽( 5)  研修の実施方法に関わら ず、 研修の受講にふさ わし い服装で参加し てく ださ い。  

 

担 当  学校支援研修課 

キャ リ アアッ プ研修推進Ｇ  

電 話  ０ ５ ６ １ －３ ８ －９ ５ ０ ７ （ ﾀﾞ ｲﾔﾙｲﾝ）  ○ 

キャ リ ア⇒kyar i a   教育相談⇒kyoui ku 

特別支援⇒tokubet su 問題行動⇒mondai  

コ ミ ュ ニ⇒komyu 

 



別紙１－１ 中堅教諭等資質向上研修【後期】日程及び内容等（小学校 第１日～３日） 

日・期日 時間 研修内容等 会場 

第１ ～２ 日 

 

教科指導 

研修 

9: 30～16: 30 

 

※養護教諭、 栄

養教諭は、 専

門研修を３ 日

間実施する。  

教科・研修日 

教科別会場 

国語（ 小中）  
Aグループ 6/20、 8/8 

Bグループ 6/24、 8/8 

※５ 月下旬、 愛知県総合教育

セン タ ーウェ ブ ページ にア

ッ プ ロ ード する 教科別実施

要項にて確認する。  

社会（ 小中）  8/27、 10/3 

算数（ 小）  8/18、 10/28 

理科（ 小中）  8/21、 9/26 

生活（ 小）  8/7、 8/21 

音楽（ 小中）  8/20、 8/21 

図・ 美（ 小中）  8/4、 10/14 

保体（ 小中）  8/22、 8/26 

家庭（ 小中）  8/4、 10/28 

外・ 英（ 小中）  8/22、 10/14 

養護専門研修 7/28、 8/21、 8/28 

栄養専門研修 7/29、 8/18、 8/26 

第３ 日 

 

７ 月 30 日 

（ 水）  

 

小学校Ａ  

 

受付 

9: 00～9: 25 

 

9: 30～9: 40 オリ エンテーショ ン・ 諸連絡  

講堂 

9: 40～10: 10 
【 講義】「 Ｏ Ｊ Ｔ を 通し た学校運営への参画」  

総合教育センタ ー学校支援研修課課長補佐 

 

  

10: 20～10: 50 
【 講義】「 フ ァ シリ テータ ー養成研修」  

総合教育センタ ー研究指導主事 

 

 

11: 00～12: 30 
【 講義】「 マネジメ ント 基礎講座」  

大学教授 

 

 

12: 30～13: 30 休憩  

13: 30～13: 50 【 協議】「 ミ ド ルリ ーダーと し ての心構え」  各講義室 

13: 50～14: 00 講師・ 司会者打ち合わせ 人数 第１ 会議室 

14: 00～16: 00 

【 講義・ 演習】

（ レ ポート 無し ）  

生徒指導１  小中学校教諭  １ ４  第１ 講義室 

生徒指導２  小中学校教諭  １ ５  第３ 講義室 

学習指導１  小中学校教諭  ３ ８  第１ ３ ・ １ ４ 講義室 

学習指導２  小中学校教諭  ３ ７  大講義室 

特別活動１  小中学校教諭  １ ３  第５ 講義室 

健康・ 安全指導１  小中学校教諭  ３ ７  第１ ０ 講義室 

学年経営１  小中学校教諭  ３ ４  第１ １ 講義室 

16: 00～16: 30 研修の振り 返り ・ 諸連絡 各講義室 

第３ 日 

 

７ 月 30 日 

（ 水）  

 

小学校Ｂ  

 

受付 

9: 00～9: 25 

 

 

 

 

 

 

9: 30～ 9: 40 講師・ 司会者打ち合わせ 人数 第１ 会議室 

9: 40～11: 40 

【 講義・ 演習】

（ レ ポート 無し ）  

生徒指導３  小中学校教諭  １ ５  第１ 講義室 

生徒指導４  小中学校教諭  １ ４  第３ 講義室 

学習指導３  小中学校教諭  ３ ２  第１ ３ ・ １ ４ 講義室 

学習指導４  小中学校教諭  ３ ３  大講義室 

特別活動２  小中学校教諭  １ ３  第５ 講義室 

学年経営２  小中学校教諭  ３ ２  第１ ０ 講義室 

学年経営３  小中学校教諭  ３ １  第１ １ 講義室 

11: 40～12: 00 【 協議】「 ミ ド ルリ ーダーと し ての心構え」  各講義室 

12: 00～13: 00 休憩  

13: 00～13: 10 オリ エンテーショ ン・ 諸連絡  

講堂 

13: 10～13: 40 
【 講義】「 Ｏ Ｊ Ｔ を 通し た学校運営への参画」  

総合教育センタ ー学校支援研修課課長補佐 

 

 

13: 50～14: 20 
【 講義】「 フ ァ シリ テータ ー養成研修」  

総合教育センタ ー研究指導主事 

 

 

14: 30～16: 00 
【 講義】「 マネジメ ント 基礎講座」  

大学教授 

 

 

16: 00～16: 30 研修の振り 返り ・ 諸連絡 

 

 



別紙１－２ 中堅教諭等資質向上研修【後期】日程及び内容等（小学校 第４日） 

日・期日 時間 研修内容等 会場 

第４ 日 

 

12 月 24 日 

（ 水）  

 

小学校Ａ  

 

受付 

9: 00～9: 25 

 

9: 30～9: 40 オリ エンテーショ ン・ 諸連絡 

講堂 

9: 40～10: 20 
【 講義】「 中堅教員に期待する こ と 」  

総合教育センタ ー学校支援研修課長 

 

 

10: 20～11: 10 
【 講義】「 教員の服務」     

教職員課課長補佐 

 

 

11: 20～12: 20 
【 講義】「 教育におけるユニバーサルデザイ ン」  

大学特任教授 

    

 

12: 20～13: 20 休憩  

13: 20～13: 30 講師・ 司会者打ち合わせ（ レ ポート 丁合： 各講義室）  第１ 会議室 

13: 30～16: 10 

【 協議】（ レ ポート 有り ）  人数  

キャ リ ア１  小中学校教諭  ２ １  第１ 講義室 

教育相談１  総合教育センタ ー研究指導主事  １ ２  第３ 講義室 

特別支援１  小中学校教諭  ２ ６  第１ ３ ・ １ ４ 講義室 

特別支援２  総合教育センタ ー研究指導主事  ２ ６  大講義室 

問題行動１  小中学校教諭  ４ ５  多目的ホール 

コ ミ ュ ニ１  育ちあう 人間関係研究所ト レ ーナー  １ ３  第１ ０ 講義室 

コ ミ ュ ニ２  育ちあう 人間関係研究所ト レ ーナー  １ ３  第１ １ 講義室 

16: 10～16: 30 研修の振り 返り ・ 諸連絡 各講義室 

第４ 日 

 

12 月 24 日 

（ 水）  

 

小学校Ｂ  

 

受付 

9: 00～9: 25 

 

9: 30～9: 40 講師・ 司会者打ち合わせ（ レ ポート 丁合： 各講義室）  第１ 会議室 

9: 40～12: 20 

【 協議】（ レ ポート 有り ）  人数  

キャ リ ア２  小中学校教諭  ２ １  第１ 講義室 

教育相談２  総合教育センタ ー研究指導主事  １ ３  第３ 講義室 

特別支援３  小中学校教諭  ２ ８  第１ ３ ・ １ ４ 講義室 

特別支援４  総合教育センタ ー研究指導主事  ２ ９  大講義室 

問題行動２  小中学校教諭  ４ ９  多目的ホール 

コ ミ ュ ニ３  育ちあう 人間関係研究所ト レ ーナー  １ ５  第１ ０ 講義室 

コ ミ ュ ニ４  育ちあう 人間関係研究所ト レ ーナー  １ ５  第１ １ 講義室 

12: 20～13: 20 休憩  

13: 20～13: 30 オリ エンテーショ ン・ 諸連絡 

講堂 

13: 30～14: 30 
【 講義】「 教育におけるユニバーサルデザイ ン」  

大学特任教授 

    

 

14: 40～15: 30 
【 講義】「 教員の服務」     

教職員課課長補佐 

 

 

15: 30～16: 10 
【 講義】「 中堅教員に期待する こ と 」  

総合教育センタ ー学校支援研修課長 

 

 

16: 10～16: 30 研修の振り 返り ・ 諸連絡 

※第４日は、養護教諭・栄養教諭は参加しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙１－３ 中堅教諭等資質向上研修【後期】日程及び内容等（中学校 第１日～３日） 

日・期日 時間 研修内容等 会場 

第１ ～２ 日 

 

教科指導 

研修 

9: 30～16: 30 

 

※養護教諭、 栄

養教諭は 専

門研修を３ 日

間実施する。  

教科・研修日 

教科別会場 

国語（ 小中）  
Aグループ 6/20、 8/8 

Bグループ 6/24、 8/8 

※５ 月下旬、 愛知県総合教育

セン タ ーウェ ブ ページ にア

ッ プ ロ ード する 教科別実施

要項にて確認する。  

社会（ 小中）  8/27、 10/3 

数学（ 中）  8/22、 8/29 

理科（ 小中）  8/21、 9/26 

音楽（ 小中）  8/20、 8/21 

図・ 美（ 小中）  8/4、 10/14 

保体（ 小中）  8/22、 8/26 

技術（ 中）  7/22、 11/14 

家庭（ 小中）  8/4、 10/28 

外・ 英（ 小中）  8/22、 10/14 

養護専門研修 7/28、 8/21、 8/28 

栄養専門研修 7/29、 8/18、 8/26 

第３ 日 

 

７ 月 31 日 

（ 木）  

 

中学校Ａ  

 

受付 

9: 00～9: 25 

 

9: 30～9: 40 オリ エンテーショ ン・ 諸連絡  

講堂 

9: 40～10: 10 
【 講義】「 Ｏ Ｊ Ｔ を 通し た学校運営への参画」    

総合教育センタ ー学校支援研修課課長補佐 

 

  

10: 20～10: 50 
【 講義】「 フ ァ シリ テータ ー養成研修」  

総合教育センタ ー研究指導主事 

 

 

11: 00～12: 30 
【 講義】「 マネジメ ント 基礎講座」  

大学教授 

 

 

12: 30～13: 30 休憩  

13: 30～13: 50 【 協議】「 ミ ド ルリ ーダーと し ての心構え」  各講義室 

13: 50～14: 00 講師・ 司会者打ち合わせ 人数 第１ 会議室 

14: 00～16: 00 

【 講義・ 演習】

（ レ ポート 無し ）  

生徒指導５  小中学校教諭  ２ ０  第１ 講義室 

生徒指導６  小中学校教諭  ２ ０  第３ 講義室 

学習指導５  小中学校教諭  ２ ８  第１ ３ ・ １ ４ 講義室 

学習指導６  小中学校教諭  ２ ７  大講義室 

特別活動３  小中学校教諭  １ ７  第４ 講義室 

健康・ 安全指導２  小中学校教諭  ２ ０  第５ 講義室 

学年経営４  小中学校教諭  １ ４  第７ 講義室 

16: 00～16: 30 研修の振り 返り ・ 諸連絡 各講義室 

第３ 日 

 

７ 月 31 日 

（ 木）  

 

中学校Ｂ  

 

受付 

9: 00～9: 25 

 

9: 30～9: 40 講師・ 司会者打ち合わせ 人数 第１ 会議室 

9: 40～11: 40 

【 講義・ 演習】

（ レ ポート 無し ）  

生徒指導７  小中学校教諭  ２ ０  第１ 講義室 

生徒指導８  小中学校教諭  １ ８  第３ 講義室 

学習指導７  小中学校教諭  ２ ８  第１ ３ ・ １ ４ 講義室 

学習指導８  小中学校教諭  ２ ９  大講義室 

特別活動４  小中学校教諭  １ ６  第４ 講義室 

学年経営５  小中学校教諭  １ ６  第５ 講義室 

学年経営６  小中学校教諭  １ ５  第７ 講義室 

11: 40～12: 00 【 協議】「 ミ ド ルリ ーダーと し ての心構え」  各講義室 

12: 00～13: 00 休憩  

13: 00～13: 10 オリ エンテーショ ン・ 諸連絡  

講堂 

13: 10～13: 40 
【 講義】「 Ｏ Ｊ Ｔ を 通し た学校運営への参画」    

総合教育センタ ー学校支援研修課課長補佐 

 

 

13: 50～14: 20 
【 講義】「 フ ァ シリ テータ ー養成研修」  

総合教育センタ ー研究指導主事 

 

 

14: 30～16: 00 
【 講義】「 マネジメ ント 基礎講座」  

大学教授 

 

 

16: 00～16: 30 研修の振り 返り ・ 諸連絡 

 

 



別紙１－４ 中堅教諭等資質向上研修【後期】日程及び内容等（中学校 第４日） 

日・期日 時間 研修内容等 会場 

第４ 日 

 

12 月 25 日 

（ 木）  

 

中学校Ａ  

 

受付 

9: 00～9: 25 

 

9: 30～9: 40 オリ エンテーショ ン・ 諸連絡 

講堂 

9: 40～10: 20 
【 講義】「 中堅教員に期待する こ と 」  

総合教育センタ ー学校支援研修課長 

 

 

10: 20～11: 10 
【 講義】「 教員の服務」  

教職員課主査 

 

 

11: 20～12: 20 
【 講義】「 教育におけるユニバーサルデザイ ン」  

  大学特任教授 

 

  

12: 20～13: 20 休憩  

13: 20～13: 30 講師・ 司会者打ち合わせ（ レ ポート 丁合： 各講義室）  第１ 会議室 

13: 30～16: 10 

【 協議】（ レ ポート 有り ）  人数  

キャ リ ア３  小中学校主幹教諭  ２ ５  第１ 講義室 

教育相談３  総合教育センタ ー研究指導主事  １ ４  第３ 講義室 

特別支援５  総合教育センタ ー研究指導主事  ２ ９  第１ ３ ・ １ ４ 講義室 

問題行動３  小中学校教諭  ２ ２  第５ 講義室 

問題行動４  小中学校教諭  ２ ２  第７ 講義室 

コ ミ ュ ニ５  育ちあう 人間関係研究所ト レ ーナー  １ １  第１ ０ 講義室 

コ ミ ュ ニ６  育ちあう 人間関係研究所ト レ ーナー  １ １  第１ １ 講義室 

16: 10～16: 30 研修の振り 返り ・ 諸連絡 各講義室 

第４ 日 

 

12 月 25 日 

（ 木）  

 

中学校Ｂ  

 

受付 

9: 00～9: 25 

 

9: 30～9: 40 講師・ 司会者打ち合わせ（ レ ポート 丁合： 各講義室）  第１ 会議室 

9: 40～12: 20 

【 協議】（ レ ポート 有り ）  人数  

キャ リ ア４  小中学校教諭  ２ ６  第１ 講義室 

キャ リ ア５  小中学校教諭  ２ ６  第４ 講義室 

教育相談４  総合教育センタ ー研究指導主事  １ ５  第３ 講義室 

特別支援６  総合教育センタ ー研究指導主事  ２ ８  第１ ３ ・ １ ４ 講義室 

問題行動５  小中学校教諭  ２ ５  第５ 講義室 

コ ミ ュ ニ７  育ちあう 人間関係研究所ト レ ーナー  １ １  第１ ０ 講義室 

コ ミ ュ ニ８  育ちあう 人間関係研究所ト レ ーナー  １ １  第１ １ 講義室 

12: 20～13: 20 休憩  

13: 20～13: 30 オリ エンテーショ ン・ 諸連絡 

講堂 

13: 30～14: 30 
【 講義】「 教育におけるユニバーサルデザイ ン」  

大学特任教授 

 

  

14: 40～15: 30 
【 講義】「 教員の服務」  

教職員課主査 

 

 

15: 30～16: 10 
【 講義】「 中堅教員に期待する こ と 」               

総合教育センタ ー学校支援研修課長 

 

 

16: 10～16: 30 研修の振り 返り ・ 諸連絡 

※第４日は、養護教諭・栄養教諭は参加しない。 

 



 
別紙３ 第 4 日 選択研修 研究協議レポートの作成と様式について 

１  作成様式等について 

選択研修項目 様式等 

教育相談の実際 別添様式１ による。  

コ ミ ュ ニケーショ ン能力の開発 別添様式２ による。  

・ 必ず「 会話メ モ」 を記載する。  

キャ リ ア教育 「 ２  レポート 作成例」 を参照する。  

問題行動 「 ２  レポート 作成例」 を参照する。  

コ ミ ュ ニケーショ ン能力 「 ２  レポート 作成例」 を参照する。  

※全ての様式は総合教育センタ ーウェ ブページから ダウンロード 可能。 また、 教員サポート システムの 

ポスト 機能から も ダウンロード 可能。 詳細は、 実施要項の「 ８  提出書類について」 を参照。  

２  レポート 作成例 

（「 キャ リ ア教育の推進」「 特別支援教育の実際」「 問題行動の現状と その対応」 の場合）  

 令和７ 年度小( 中) 学校中堅教諭資質向上研修 研究協議レポート             令和７ 年１ ２ 月  日 

受講番号 
（ 注１ ）  

研修者名簿にある ８ 桁の数字 

選択研修名 

・ 番号 
例： キャ リ ア１ （ 注２ ）  

テーマ （ 注３ ）  

 選択し た理由 

 または 

 研修で学びたいこと 

（ 注４ ）  

 （ 章立て例 注５ ）  

１  学級児童生徒の現状 

(1)  

 

 

 

(2)  

 

 

 

２  問題点 

(1)  

 

 

 

(2)  

 

 

 

 

 

 

 

・児童生徒は、「Ａ」「Ｂ」のように、アルファベット順に表記する。 

・性差の区別をしない。 

・児童生徒の行動を記述する場合は、「４月下旬、～をした」等、大まか

に記述し、内容については必要最低限にとどめる。 

【 備考】  

（ 注１ ） 受講番号は、 研修者名簿にある８ 桁の数字を記入する。 学校名・氏名は記載しない。 

（ 注２ ） 選択研修名・ 番号（ 研修日によっ て変わる） を記載する。  

    例 教育相談の実際１ …番号は、 開催通知とともに送付された研修者名簿を参照する。 

（ 注３ ） 研究協議の領域に合っ た自分のテーマを設定する。  

（ 注４ ） 該当の研修を選択し た理由または研修で学びたいこ と を記入する。事前にレポート に講

師が目を通す際、 こ の記述も 研修内容、 助言の参考と なる。  

（ 注５ ） 記入事項、 章立ては自由と する。  

研修日 



 
３  記載事項について 

( 1)  レポート のテーマ（「 キャ リ ア教育」「 問題行動」「 特別支援教育」） については、「 ４  レポート の

テーマ例」 を参照する。  

 ( 2)  レポート はＡ ４ 判縦長横書きで１ 枚と する。 ２ ページになる場合は両面印刷をする。 文字の大き

さ は、 10. 5 ポイ ント 。 文字数は、 １ 行 45 文字、 １ ページ 40 行程度と する。  

４  提出期限 

 ( 1)  事前提出 

① 提出期限 

令和７年１０月３１日（金） 

  ② 提出方法 

・ 教員サポート システムのポスト 機能を使う 。 提出方法の詳細は、「 研修Ｍｙ Ｐ ａ ｇ ｅ の操作

マニュ アル」 ２ ２ ページから ２ ５ ページ「 １ １  センタ ーから の資料受取・ 返信（ ポスト 機

能）」 参照する。  

・ フ ァ イ ル名を「 選択研修名、 番号、 受講者番号（ 半角８ 桁）」 と する。  

    ・ 詳細は、 実施要項の「 ８  提出書類について」 を参照する。  

・ 選択研修名・ 番号については開催通知と と も に送付さ れた研修者名簿を参照する。  

 ( 2)  当日持参（ 第４ 日 １ ２ 月２ ４ 日または１ ２ 月２ ５ 日）  

       ・ 別紙１ 第４ 日＜人数＞分を持参する。  

    ・「 コ ミ ュ ニケーショ ン能力の開発」 については＜人数＞＋３ 部持参する。  

５  レポート のテーマ例  

キ
ャ
リ
ア
教
育 

・ キャ リ アパスポート の活用 

・ キャ リ ア教育を意識し た総合的な学習の時間の取組 

・ キャ リ ア教育の視点を取り 入れた教科指導の在り 方（ 生活科における「 お手伝い」 単元など） 

・ 職業体験を中核と し たキャ リ ア教育の年間計画 

・ 勤労観・ 職業観を育むキャ リ ア教育 

・ グループで取り 組むプロジェ ク ト 学習 

・ キャ リ ア教育を視点と し た各教科のカ リ キュ ラ ム・ マネジメ ント の取組 

・ 係活動の活性化と 勤労意欲の醸成 

・ 道徳科と 関連付けたキャ リ ア教育 

・ キャ リ ア教育の視点を取り 入れた特別活動の推進 

・ 地元の伝統産業を学ぶ活動について  

・ ゲスト ティ ーチャ ーの生き 方に学ぶ活動 

・ 充実し た進路説明会にするためのキャ リ ア教育の取組 

問
題
行
動 

・ Ｑ Ｕ 診断を活用し た学級経営の取組 

・ いじ めアンケート の活用の実際 

・ 問題行動を未然に防ぐ ための報告・ 連絡・ 相談体制の構築 

・ 学級への所属意識を高めるための工夫 

・ 実際に起き た問題行動と その対応に見る改善点 

・ 家庭に問題を抱える児童生徒への指導 

・ Ｓ Ｎ Ｓ に関わる問題行動を未然に防ぐ ための取組 

・ いじ めを生まない土壌を育む学級づく り  

・ いじ め・ 問題行動が起き たと き の保護者対応の在り 方 

・ 規範意識を高めるための指導方法 

特
別
支
援 

・ 対人関係をう まく 築けない児童の実態と 問題点及び対応策 

・ 特別な支援を必要と する児童と 保護者・ 家庭と の連携 

・ 教育現場への専門家の派遣について 

・ 本校における支援の実際と 課題 

・ 本校の特別支援教育体制の工夫－保護者・ 職員と の連携－ 

・ 特別な支援を必要と する生徒への対応の在り 方と 留意点 

・ 学習支援の現状と 工夫 

・ 特別支援コ ーディ ネータ ーを核と し た校内連携の在り 方 

・ 個別の教育支援計画の作成と 活用の仕方 

・ 通級指導と 通常の学級の指導体制の連携 



 
別添様式１（「教育相談の実際」の場合） 

令和７ 年度 小( 中) 学校中堅教諭資質向上研修 研究協議レポート  令和７ 年１ ２ 月  日 

受講番号 ○○○○○○○○ 選択研修名・ 番号 教育相談１ （ or２ or ３ or４ ）  

                  

１  学校全体で行っ ている教育相談活動 

 ( 1)  取組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ( 2)  成果と 課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  学校と し て、 また自分の立場と し て、 いわゆる「 気になる子」 へ行っ ている支援等 

 ( 1)  取組 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 ( 2)  成果と 課題 

 

 

 

 

 

 

 

注１ ） Ａ ４ 判縦長横書き 、 両面印刷１ 枚以内。 文字 10. 5 ポイ ント 、 １ 行 45 文字、 40 行程度と する。  

注２ ） 事前に教員サポートシステムのポスト機能から 1 部（ＰＤＦ）提出。（提出期限：令和７年１０月３１日（金））

当日は班員数分の部数を持参すること。 
注３ ） 必要と 思われる補助資料等がある場合は、 班員分の部数を持参するこ と 。  

貴校における教育相談活動の現状について、 

以下の項目ごとに(1) 取組、(2) 成果と課題 

について箇条書きにまとめてください。 



 
別添様式２（「コミュニケーション能力の開発」の場合） 

令和７ 年度 小( 中) 学校中堅教諭資質向上研修 研究協議レポート    令和７ 年１ ２ 月   日 

受講番号 ○○○○○○○○ 選択研修名・ 番号 
コ ミ ュ ニケーショ ン能力の開発１  

（ or ２ or ３ or ４ or ５ or ６ or７ or ８ ）  

テーマ （ ＜レ ポート テ ーマ例＞を 参照）  

  
 

１  現状 

 

 

２  会話メ モ 

  Ｔ １ ： どう し たの？ 

  Ｔ ２ ： どう し てそんなこ と になっ たの？ 

  Ｔ ３ ： みんなは、 Ａ がたたいてき たっ て言っ て  

     る よ 。  

  Ｔ ４ ： 何も やっ ていないのに、みんながそんなこ  

     と し たの？ 

  Ｔ ５ ： みんなは、あなたから だっ て言う んだけ 

     ど。  

Ａ １ ： みんなが自分を 殴っ たり 、 蹴っ たり し た。  

Ａ ２ ： 自分は何も し ていないのに、 みんなが追い 

   かけてき た。  

Ａ ３ ： やっ てないよ（ 泣き 始める）。  

Ａ ４ ： でも 、 みんなで僕を いじ めてき た。  

 

Ａ ５ ： ・ ・ ・ ・ ・  

（ こ のよう な会話が続いた後、 関係し た児童や見ていた児童にも そのと き のこ と を聞いた）  

Ｔ ６ ： どう だっ たんだろ う ね。  

 

  Ｔ ７ ： そう だよね。 よく 分かっ てるじ ゃ ん。 言

えたじ ゃ ん。そう し たら 、どう すればい

いんだっ た？ 

  Ｔ ８ ： そう だっ たよね。 でき る？ 

  Ｔ ９： じ ゃ あ、今日は先生が言っ てあげるから 、

謝れる？ 

Ａ ６ ： だっ て、 入れてほし かっ たんだも ん！ 

   （ 泣き じ ゃ く り ながら ）  

Ａ ７ ：「 入れて」 っ て言う 。  

 

 

Ａ ８ ： でき る（ 泣き ながら ）。  

Ａ ９ ： う ん。  

（ こ の後、「 遊びに入れてほし く てし てし まっ た」 と 担任がみんなに説明し 、 児童Ａ はみんなに謝っ た。

仕返し を し た児童も 児童Ａ に謝っ た。）  

３  考察と 課題 

＜レ ポート テーマ例＞ 

○児童生徒が困っ たり 、 悩んだり し ている（ 児童生徒同士の関わり 合いがう まく いかない） 場面での教師と 児童

生徒の会話メ モ 

 ・ いじ めら れていると 訴えてき た児童生徒と の会話メ モ 

 ・ 登校を 渋る児童生徒と の会話メ モ 

 ・ 衛生状態のよく ない児童生徒と の会話メ モ 

 ・ 自分の思いを 上手に表現でき ない児童生徒と の会話メ モ 

 ・ 学校行事への取組の中で学級内がも めたと き の児童生徒と の会話メ モ 

 ・ 部活動内でのト ラ ブルで、 友人関係や練習への取組が悪化し た場面での児童生徒と の会話メ モ 

○教師が困っ たり 、 嫌な感情が残っ たり し た場面での教師と 児童生徒の会話メ モ 

 ・ 忘れ物を し てき た児童生徒と の会話メ モ 

 ・ 授業中に私語を 続ける児童生徒と の会話メ モ 

 ・ 場面緘黙児童生徒と の会話メ モ 

○教師と 児童生徒が対立し た場面での教師と 児童生徒の会話メ モ 

 ・ 服装や頭髪について指導し たと き の児童生徒と の会話メ モ 

 ・ 様子が変だと 教師が感じ た児童生徒と の会話メ モ 

 ・ 問題行動について指導し たと き の児童生徒と の会話メ モ  
 

注１ ） Ａ ４ 判縦長横書き 、 両面印刷１ 枚以内。 文字 10. 5 ポイ ント 、 １ 行 45 文字、 40 行程度と する。  

注２ ） 事前に教員サポートシステムのポスト機能から 1 部（ＰＤＦ）提出。（提出期限：令和７年１０月３１日

（金））、当日は班員数＋３部持参すること。 

「 会話メ モ」 を必ず入れてく ださ い。  


